















Mediated-Approach）」［水野 2000: 8. 下線は原著］という新しい分析手法を提起し，「＇個人’現象
を読み解くという狙い」をもった３つの事例分析のなかで，具体的な手法と手順を詳細に提示して，
「個別事例を分析するということはどういう作業をすることなのか」という問いに，事例の個別具

















































































































































































































































































































































現象学的社会学の学史的特性は［水野 2017b: 326-328］参照。なお茨木竹二は M. ヴェーバーの歴史分
析における因果性判断では「一般的に確かな経験的知識」が使用されている点を指摘している。「傾向
（くせ）」は個人にみられる「よく繰り返された（類型的）事実」［茨木 2008: 151-156］とも考えられる。
87
「事例媒介的アプローチ」による個別事例分析は何を生み出すのか
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